
(宛 先 )

〒100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬・生活衛生局

食 品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4289)
03(3595)2423(18時以降)

03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FA× )

寄付金・契約金等受取(割 当て)額等回答表

令和2年 ′月以

'日令和2年 3月 13日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

②食品中のチルジピロシンの残留基準の設定について

③食品中のナナフロシンの残留基準の設定について

④食品中のピジフルメトフェンの残留基準の設定について

⑤食品中のピリミジフェンの残留基準の設定について

⑥食品中のメフェンドリフルコナゾールの残留基準の設定について

現 職



①食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

企業名 (申請企業等):  シンジェンタジヤパン株式会社

● 寄付金・契約金等の受取 (害」当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度

□ 平成30年度

□ 令和元年度

→ 受取の有無 :□  有り ♂無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万 円以下

□ 500万円超

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無

♂
♂
「
‐
Ｊ

有

有

□

□

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )
● 申請資料等の作成に密接に関与                      →

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係           →

1特

記事項

企業名 (申 請企業等):  デュポン・プロダクション・アグリサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度

□ 平成30年度

□ 令和元年

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

②食品中のチルジピロシンの残留基準の設定について

企業名 (申 請企業等 ):  MSDアニマルヘルス株式会社

→ 受取の有無 :□ 有り ピ 無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

該当の有無 :

該当の有無 :

有

有

□

□

し

し

無

無
レ

ー

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )

● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度
□ 平成30年度

□ 令和元年度

→ 受取の有無 :□  有り ♂ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無

ラ

ー

有

有

□

□

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )
● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項



③食品中のナナフロシンの残留基準の設定について

ピ 無し● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度

□ 平成30年度

□ 令和元

● 申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

④食品中のビジフルメトフェンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): シンジェンタジヤパン株式会社

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

し

し

笠
小
笠
ハ

「
―
―
―
―
―
―
∃

ご
ピ

有

有

□

□●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

【受取額の内訳
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 令和元

● 申請資料等の作成に密接に 該当の有無 :□

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無 :□

⑤食品中のビリミジフェンの残留基準の設定について

ピ 無し● 寄付金 .契約金等の受取 (割当て)額

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度

□ 平成30年度

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度

□ 平成30年度

□ 令和元年

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□  有リ  ビ  無し

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万 円以下

500万 円超

し

し

無

無
「
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ

ご

ざ
有

有

し

し

無

無
シ

ー

ｊ

有

有

□

□

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

【受取額の内訳】
□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

)□ その他 (

【受取額の内訳】

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式



⑥食品中のメフェンドリフルコナゾールの残留基準の設定について

「

島 掘 繁 法 鮮 響
氾 塑 嶽 辻

一 ― 一 一 =¬ 繭 薫 面 馨 ご 無し● 寄付金・契約金等の受取 (害1当 て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度

□ 平成30年度

□ 令和元年度

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万 円以下

□ 500万円超

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無

ゴ

‐ヽ

有

有

□

□

【受取額の内訳
□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                )
● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項



















( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

  〒1 0 0 - 8 9 1 6 東京都千代田区霞が関1 - 2 - 2
  電話 0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線 4 2 8 9 )

0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
  F A X 0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表

令和2 ・年乃月2 日

令和2 年3 月1 3 日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額等について、別紙のとおリ回

答する。

①食品中のオキサチアピブロリンの残留基準の設定について

  ② 食品中のチルジピロシンの残留基準の設定について

  ③ 食品中のナナフロシンの残留基準の設定について

④食品中のピジフルメトフェンの残留基準の設定について

⑤食品中のピ1 J ミジフェンの残留基準の設定について

⑥食品中のメフェンドJ フルコナゾールの残留基準の設定について

現職函立f e 卷& 念名蹲棟^ 碑一k & f e ・
氏名故恭 了



一該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

一受取の有無：口有り B 1 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

①食品中のオキサチアピブロリンの残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）：シンジェンタジャパン株式会社
  拳寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 ―受取の有無：口有り 胡無し

  受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成3 0 年度 ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口令和元年度 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

口 その他（

)

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有リ

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り

「特記事項

0  無し

¢ 1 無し

  企業名（申請企業等）: デュポン・プロダクション・アヴI J サイエンス株式会計 
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 ―受取の有無：口有り 0  無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成3 0 年度 - 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 」 口 5 0 0 万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り 0  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り 迂無し

  「特記事項 1

②食品中のチルジピ□シンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：M S D アニマルヘルス株式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

し
し

*
a

 
b



③食品中のナナフロシンの残留基準の設定について

企業名( 製造企拳等）：あすかアニマルヘルス秩式会計
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

  受取の有無：口有リ 討無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有リ

 有り

兒
0

 無し

 無し

④食品中のピジフルメトフェンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：シンジェンタジャパン株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

一受取の有無：口有り 0  無し

一当該年度における受取額
口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロコンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

E 1 無し

0  無し

⑤食品中のピU ミジフェンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：三井化学アグロ株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロコンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り 凶無し

該当の有無：口有り 0  無し



⑥食品中のメフェンドJ フルコナゾールの残留基準の設定について

企業名（申請企業等) : B A S F ジャパン秩式会計

  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 受取の有無：口有り E I 無し

  受取有1 ・J の場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成3 0 年度 ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 」 口 5 0 0 万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り 0  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り e f 無し

  「特記事項 1











(宛 先 )

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

〒100-8916        東京都千代田区霞が関1-2-2
電話       03(5253)1111(内 線4289)

03(3595)2423 (18時 以降)

FAX       03-3595-2432(残 留農薬等基準審査ゴ AX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表
令和 2年 3月 ご 日

令和2年3月 13日 薬事・食品毒生審議会食品衛生分科会長薬・動物用医薬品部会
以下の申講に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、Bll紙のとおり回

答する。

①食品中のオキサチアnIJンの残留基準の設定について

②食品中のチルジ印シンの残留基準の設定t=ついて

③食品中のナナフ●シンの残留基準の設定について

0食品中のビジフルメトフェンの残留基準の設定について

⑤食品中のビハジフエンの残留基準の設定について

0食品中のメフェン円フルコナゾールの残留基準の設定について

現職 え(´ た)ヨ井が萄財表協乙まu略″亀闇



①食品中のオキサチアビカコリンの残留基準の設定について

:  シユ
● 寄付金・

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令和元

:口 有り /無し
当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万湾以下

じ

し

無

無

レ

ー

剃
利

ロ

ロ

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金 契ヽ約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
口 平成30年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特311の利害関係
特記事項

②食品中のチルジ自 シンの残留基準の設定Iこついて

企業名(申 請企業等)I MSDアニマルヘルス株式会社

→ 受取の有無:口 有リ y無 し
当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
口 500万円超

該当の有無 :

当 有

有

ロ

ロ

●

●

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｌ

じ

じ

無

無
レ

ー

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
口 特許権・特許使用料・商標権:こよる報酬
□ 講演料  自    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係          → 該当の有無:

1特

記事項

企業名(申請企業等): デュポン・フ堕ダクションJアJIJ贅ェンん監ま会社

口 寄附金(妻学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタン額幸指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    自 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度
口 平成30年度
口 令和元年

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[特

記事項

→ 受取の有無:固 有り y
取額

無 じ

当該年度における受
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

レ

ー

有

有

日

□

じ

じ

無

無

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料`指導料
口 特許権・特許使用料・商標権による報酬
口 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
口 その他(                  )



③食品中のナナフロシンの残留基準の設定について

:  あすかアニ

● 寄付金・契約金等の受取(割当て〕額
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度
□ 平齢 0年度
口 令和元

● 申請資料等の作雌 密接i=関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

④食品中質 ジフルハウェンの残留基準の設定について

プ無し
当該年度における受取額
□ 50万円以下
日 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

→ 該当の有無:

→ 該当の有無I

し

し

無

無

レ

‐

剤

制
□

□

El 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  田 コンサルタン繊中指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金・

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
口 平虚 9年度
El 平成30年度
口 令和元

● 寧講資料等の作成緯霧援に関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

→ 蔓取の有蕪:口 有リ  ノ 無し
当該年度における受取額
□ 50万円以下
口 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

該当の有無:El

当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

→ 承ヨfJJ銅 瞭 :

→ 該当の有無 :

1特

記事項

熱
篤

レ

‐

リ

リ

有

有

し

じ

無

無

ジ

‐

⑤食品中OUJミジフェンの残留基準の設定について

観 譲 野 餓 懇 亀 慶 警
鰹 望 整 麗 数 ― 一

___丁
函 醗 蘇

「

雨
~y無

じ● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度
□ 平成30年度

● 申請資料等の作成に り

り

有

有

□

□● 審議の公平さ1二疑念を生じさせると考翡 れる特別の利害関係

[特

記事項

Ell 寄附金(奨学書付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料。指導料
□ 特許権,特許使用料`商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

口 寄附金(奨学寄付金含む)         EEl 研究契約金  ロ コンサルタント料,指導料
回 特許権・特許使用料'商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式



⑥食品中のメフェン
「

Jフルコナゾールの残留基準の設定について

● 寄付金・契約金等の受取(棗当て
受取有tJO場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取養 年度
□ 平成29年度
口 平齢 0年度
□ 令和元

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議り公平さい疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

:日 有り
当該年度における受
□ 50万円以下

難
篤

マ
臨

レ

ー

口 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

→  敵 ヨ V7■ 燕 :L」 ■ リ

→ 該当の有無:口 有り

.I特記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタ:外料・指導料
□ 特許権・特許使用料。商様枷二よる報醐
□ 講演料  □    原稿執摯料    □ 当該企業の株式










